






大きな特徴といえば、光源氏の復帰と冷泉帝即位という、政治状況の変化であろう。それに伴い、作中人物の言動のあり方も「飛躍し、それま の姿 はつながりにくいよ な傾向を見せ
る２
」と





























帖の世界を読み解 カギを内在している可能性があるとみる立場、もしくは 『源氏物語』 第一部の総序たりうるとする立
場９
から、
「雨夜の品定め」での頭中将と光源氏それぞれの、女性に関する発言・態度に注目することで、この「品定め」の寓意 を従来より踏み込んでとらえようとする。その際、特に「絵合」と照らし合わせた考察を展開すること もなろう。という は「雨夜の品定め」で、中の品の女論に織りこまれていた、源氏と頭中将の女をめぐる観点の違い、それ 物事に対 姿勢 差が、遠く後「絵合」で前面に浮上し表面化されると思われるからである。個人的あるいは私的ともいえる、二人 女性観・倫理観というべきものが後の政権争いにかかわり物質的な力、政治的な力へ 変換すること、さらに娘の教育観にも及ぶところから 、物語構想における綿密な意図が読み取られると思われる。その過程で、かつて統一性に欠けていると評されてきた頭中将 人物像を検討しおすことにな と もに、それに対比される源氏のありようをらえなおすことにもなろう。
二、 「吉祥天女」をめぐる頭中将と源氏の〈笑ひ〉
　「雨夜の品定め」は物忌みで宮中にこもっている源氏のところ






















































































































































































































ち、地の文で敬語の「たまふ」がつくのは、源氏である。 「わらひたまひぬ」 とあれば、 源氏も笑ったことになる。 …したがって「とて、みなわらひぬ」だと、源氏は笑わなかったことになるＤ
。


























集にみえる。仏典の中の神でもあるが、そ 一方で男の懸 対象にもなって、 『源氏物語』 前に成立した うつほ物語』の中













た優婆塞が、勤めごとに「天 如き容好き女を我 賜へ」と、理想の女性の身代わりを請うところは紫のゆかりと ての紫の君との類似関係がみてとれよう。また、天女と夢の中でちぎりをかわし畏れ多く思うその心情からは、以後修行者 して吉祥天女を一生拝みつつも一夜だけ交わした縁から永遠の女 と 仰ぎみることになるに違いないと察せら が、源氏が藤壺 密会を現ではなく夢のように感じていたこ 、またそれゆえに理想化さ
〔　　〕38































































































































いう政治的な理由によるものととらえた。これは頭中将の人物像を説く多く 論が最終的にたどりつく結論であった。たとえば、帚木巻の「宮腹 中将」といっ 表現からその予兆をみる
論Ｐ
、ま
た桐壺巻で源氏と政治的に対立す 右大臣家の四 君を正妻にしたことや真木柱巻で「二条の大臣」と呼ばれることから、 「旧右大臣家系のそれ 継承した であり、されば旧左大臣家系に立つ藤壺＝光源氏方と、政治的対抗関係 たざ をえな っ
たＱ
」と














　源氏は、 （ウ） のように 「いにしへの物語、名高くゆゑある」 『竹
取物語』と『伊勢物語』 奉り、権中納言は、 「そのころ世にめづらしくをかしきかぎり」 〔
（エ）
〕ということで、 『うつほ物語』












































は、人々 感動を集め、それによっておのずと人心を掌握することになるからである。絵合にお る源氏の勝利は源氏側の道徳または理想といったもの 、人々の同意を て物質的力に転換する瞬間であったわけである。
　「雨夜の品定め」のもつ寓意性は、このように頭中将をめぐる





































ととらえるのではなく、 「雨夜の品定め」での頭中将 ありように照応していると解しうることが確認できただろう。二節で検討したように、物事に対し余裕をもってのめりこみ ぎること ない源氏の柔軟さと優雅さは、物事と距離を置かず めりこみやすい頭中将の気質 の対比の中で形成され、互いを照らし合わせる効果をなしていたが、そこで 語り手は頭中将に対して決 て否定的というわけではなかった。しかし 末長く存続すべき 力をめぐる話になると、そ 性格の否定的な面が強調 るようになったのだと思われる。 一方、 頭中将としば ば対照される形 、源氏の卓越性はより顕著なも とな てい わけだが、源氏の場
〔　　〕43
合も、 「雨夜の品定め」以降におけるある種の一貫性を認めることができるのではないだろうか。ことほどさように、 「雨夜の品定め」における二人のあり方は重要であった。＊『源氏物語』 『日本霊異記』の引用本文は小学館の新編日本古典文学全
集による。
注（１） 　増田繁夫「源氏物語作中人物論」 （ 『国文学 　解釈と鑑賞』四四九、
一九七一） 。
（２） 　増田氏、注 （１） 前掲論。（３） 　清水好子「物語作中人物論の動向について 語通信』七八、
一九六五） 、同『源氏の女君』 （塙書房、一九六七） 。
（４） 　森一郎「源氏物語における 造型の方法と主題との関連」 （ 『源
氏物語の方法』桜楓社、 九六九） 。
（５） 　大朝雄二「藤壺」 （ 『源氏物語講座３』有精堂、一九七一） 。（６） 　増田繁夫「源氏物語作中人物論の視覚」 （ 『国文学』三六─五、一
九九一） 。
（７） 　本稿における呼称は便宜上頭 将に統一した。（８） 　先行研究に関しては鈴木一雄「 「雨夜の品定め」論」 （ 『十文字学
園女子短期大学研究紀要』二五、一九九四）に詳しい。
（９） 　「雨夜の品定め」が三部構成説にいう第一部 「総序 といいう
る面があると指摘した最近の論では、梅枝巻との表現レベルの照応関係を検討した、陣野英則「 『源氏物語』 「梅枝」巻の書、書物と手紙」 （ 『源氏物語の言語表現 　研究と資料──古代文学論叢第十八輯──』武蔵野書院、二〇〇 ）がある
（
10） 　玉上琢弥『源氏物語評釈 　第一巻』 （角川書店、一九六四） 。
（
11） 　たとえば、葵の上の死に傷心して涙をこぼしそうになりながら「頬杖」をつく源氏の例（葵 　五五）や、母六条御息所のそばで「頬杖をつきて」悲しくもの思いに沈んだ前斎宮の例（澪標 　三一二）
があげられよう。
（





14） 　広瀬唯二 「 「雨夜の品定め」 における光源氏」 （ 『武庫川国文』 四七、一九九六） 。
（





17） 　村井利彦「帚木三帖仮象論」 （ 『源氏物語Ⅳ』有精堂、一九八二
  ） 。
（





20） 　大朝氏、注 （５） 前掲論。
（
21） 　鈴木日出男「天上の女藤壺」 『国文学』三八─一一、一九九三） 。
（
22） 　松尾聡「頭中将」 『源氏物語講座３』有精堂、一九七一） 。
（
23） 　絵合巻以前の頭中将は、源氏にも劣らないほどすばらしい様子が描かれており、源氏を引き立てるような場面でも頭中将をフォローする語り手の姿勢は保たれ いた。女 めぐる恋の戯れの中でも、お互いに「いどみ」心を持ちながら、それが敵対心を高めるのではなく、むしろ二人 連帯感を強める方向に働いていた。
（
24） 　鈴木日出男「内大臣（頭中将 論」 （ 『講座源氏物語の世界５』有斐閣、一九八一） 。
（
25） 　渡辺実「頭中将」 （ 『源氏物語講座２』勉誠社、一九九一） 。
（
26） 　野村精一「頭中将」 （ 『源氏物語必携Ⅱ』学燈社、一九八二 。
（
27） 　田坂憲二「頭中将の後半生」 （ 『源氏物語の人物と構想』和泉書院、一九九三） 。
（
28） 　縄野邦雄「若菜巻の太政大臣家について」 （ 『源氏物語と平安文学４』早稲田大学出版部、一九 五） 。
〔　　〕44
（
29） 　藤原克己「古風なる人々」 （ 『むらさき』一六、一九七九） 。
（
30） 　清水好子「源氏物語「絵合」巻の考察」 （ 『文学』岩波書店、一九六一） 。
（







33） 　星山健「頭中将」 （ 『古典文学作中人物事典』東京リスヌチック、二〇〇三） 。
（
34） 　高田祐彦「光源氏の復活」 （ 『源氏物語の文学史』東京大学出版会、二〇〇三） 。
（
35） 　鈴木一雄氏、注 （８） 前掲論。
（
36） 　葵の上（帚木 　九一・若紫 　二二六） 、藤壺（賢木 　一一〇） 、紫の上（若菜上 　八九） 、明石の君（明石 　二六四） 、秋好中宮（澪標 　四四一）がそれである。






極めて高い。注釈篇では全詩に丁寧な語釈と通釈を施し、巻末には作者略伝と注語索引を付している充実の書であり、漢詩を受容した和歌や物語を研究するとき、その典拠がわからない場合に大 に参考になる一冊が、この『類聚句題抄全注釈』である。（二〇一〇年一月 　和泉書院 　Ａ５判 　一〇二〇頁 　税込二 〇〇〇円）
  〔金子英和〕
